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輸血によるウイルス感染を輸血前後の保管検体で確認した1症例
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11．輸血によるウイルス感染を輸血前後の保管検

体で礪既した１症例
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【はじめに】今回我々は．輸血が原因でウイルス感染

が疑われた患者について．輸血前後の保管血液の検査

を行うことでウイルス感染を確認したので報告する．

【方法】当院では，平成１１年８月から赤血球輸血を

行う患者全例の輸血前の血液を保管し輸血副作用の

調査試料としている．保管方法は．交差適合試験に使

われた残余の血漿をプラスチック試験管に移し変

え．-80℃の冷URnlIで約２年間冷凍保管している現

在では，交差試験中にウイルスが混入しないよう，交

差試験前の段階で保管用試験管に小分けしている．保

管検体は，試験管に患者氏名．診療科，交差試験日，

血液型を記戦して．交差試験を実施した順番にプリー

ズコンテナに保管する．そのため．検体の検索は輸血

システムを使って患者ｍから輸血履歴を閏くること

で可能となり.交差拭験日から保管血液を探し出せる．

この方法を用いると．頻回輸血患者では．交差試験の

都度血液が保管されるため，結果的に輸血後の血液保

管もかねている．

【症例】60歳代男性.非ホジキンリンパ肌のため頻回

の輸血が行われていた.ウイルス伝拙の原因ドナーは，

30哉代男性で.2004年９月に２回の血小板献血を行っ

ていた．２回目の献血時に肝機能検在で異常が見つか

り，ＨＥＶＮＡＴが隅性であった．このため．１回目の血

液を遡及調査すると．この血液からもHEV-RNAが検

出され，その血液が輸血きれていた．輸血部で保管し

てある患者の血液を詞壷すると．輸血を境に献血者と

同じ遺伝子型を持つHEV-RNAが検出きれ．輸血から

の時岡経過とともに，ウイルス獄が次第に墹加してい

た．

【考察】本症例は．輸血前後の保管血液を網盃するこ

とで,輸血によるＨＥＶ伝播が確実に柾明でき，感染被

害者救済制腫の第１号に認定きれた．輸血前後の患者

血液の保管は，輸血副作用の調査やウイルス感染の証

明には必須であり,本例からその並要性を再遡議した

今後．血液の保管対象を．輸血予定､乳者全例に広げ．

患者が安心して輸血を受けられる体制を整えたい．
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